
 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

           

西尾市家庭教育支援チーム 

 （呼称：西尾幡豆子育てネットワーカーの会） 

 URL：https://g7mn8.crayonsite.com 

 

②活動拠点 西尾市幡豆いきいきセンターボランティアルーム 

③活動範囲 西尾市全域 

④組織体制 

 

7 人 

子育てネットワーカー7 人 

 

⑤活動開始年度   平成 30 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

倉内千晴 

（TEL）090-9902-3404（E-mail）niko-niko135@outlook.jp 

 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☑保護者等への学びの場の提供 

□保護者等への地域の居場所づくり 

☑アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☑自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☑その他（ワークショップ・親子ふれあい講座・託児） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☑乳幼児 ☑小学生（低学年） □小学生（中学年） □小学生（高学年） 

□中学生 □高校生以上    の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

https://g7mn8.crayonsite.com/


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

○西尾市生涯学習講座での親子ふれあい講座・親子ペーパークラフト講座

を年４回開催 

・西尾市内にて日曜日午前中に開催し、親子で一緒に活動できる場を提供

し、父親の参加率も増えている。講座内では『親の学び』学習プログラムに

沿った小さな気づきを発信し、親の家庭教育支援の一助になっている。 

○西尾市内公民館・ふれあいセンター行事託児・マルシェ無料遊び場 

・生涯学習課・地域つながり課の依頼する託児をする。また公共機関でのマ

ママルシェでの無料遊び場を設置することで、子連れの参加者の憩いのス

ペースを提供している。 

○ホームスタートにしお 

・家庭訪問型子育て支援ホームスタートを令和５年１月より開始する。開始

に向けて、家庭訪問ボランティアホームビジターの養成と、チラシの配布をし

ている。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・親子ふれあい講座では親子で楽しめたという意見がある。また、託児やマ

ルシェの無料遊び場を開設したところ、お店の子どもや、地域の親子の滞留

場になり、親子の交流の場にもなっている。 

ホームスタートにおいては、今は周知・ボランティア養成が中心であるが、西

尾市内外国人支援も視野に入れて活動を展開していく。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

□文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

□文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

□厚生労働省事業（事業名：                            ） 

□地方公共団体単独事業として実施 

☑特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☑その他の支援により活動を実施 

  （令和 4 年度はクラウドファンディング・(株)大和屋） 

 

 

 


